
疎植栽培で苗箱を減らして、省力・低コスト栽培！

株間を広げて移植し使用する苗箱数を減らす

慣行

22.2株/㎡
（約73株/坪）
畦間30×株間15cm

→

疎植

11.1株/㎡
（約36株/坪）
畦間30×株間30cm

株間を広げることで種子、箱、培土、
農薬の使用量を削減
移植作業も軽労化

苗箱数 ↓ 育苗管理 ↓ 苗運搬 ↓

コシヒカリ＋全量基肥の栃木県試験結果

11.1株/㎡ 玄米重 60.9kg/10a 慣行比 101%

慣行22.2株/㎡ 玄米重 60.3kg/10a

失敗しない4ポイント

① 鉄則は「穂数確保」 ② 薬害等、初期生育不良に注意

③ 地域・作型を確認

出典：栃木県農業試験場 研究成果集第28号

※ 11.1株/㎡移植は麦跡栽培、低温、薬害
の発生等、茎数（穂数）が確保できない条
件では減収の可能性あり。15.2株/㎡程度だ
と安定性が向上。

④ 状況に応じた栽植密度

㎡当たり穂数は少なくなりますが、一穂籾数が増えることで総籾数は慣行と同等になり、
結果として慣行並みの収量を確保できます。

慣行 30×15cm 疎植 30×30cm

15cm 30cm
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